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8
月
7
日
隻
に
東
京
都
で
開
催
さ

れ
た
第
5
回
高
校
生
も
の
つ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
に
出
場
し
た
野

沢
周
平
さ
ん
（
県
立
小
山
北
桜
高
等

学
校
3
年
生
）
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
全
国
10
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
て
地
区
予
選
を
行
い
、
建
設
系

の
作
品
7
部
門
の
内
、
野
沢
さ
ん
は

木
材
加
工
部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。

関
東
大
会
で
は
39
人
が
出
場
。
準
優

勝
し
、
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
入

れ
ま
し
た
。

野
沢
さ
ん
の
お
祖
父
さ
ん
と
お
父
さ
ん

は
建
具
士
で
、
全
国
大
会
に
出
場
が
決
ま

っ
た
と
き
に
は
大
喜
び
で
し
た
。

大
会
に
出
場
す
る
時
は
、
材
料
と
図
面

が
課
題
と
し
て
渡
さ
れ
、
お
父
さ
ん
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
全
国
大
会

へ
向
け
て
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
、
10
人
で
技
術
と
ス
ピ

ー
ド
を
争
い
ま
し
た
が
、
極
度
の
緊
張
の

あ
ま
り
、
の
み
を
折
っ
て
し
ま
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

野
沢
さ
ん
は
、「
小
さ
い
頃
か
ら
、
お
父

さ
ん
の
建
具
の
あ
ま
っ
た
材
料
を
使
い
、
一

人
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。」
と
話
し
て
お
り
、
小
学

生
の
時
か
ら
図
工
が
大
好
き
で
、
一

番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
、

「
小
学
生
の
と
き
に
作
っ
た
18
角
の

サ
イ
コ
ロ
で
す
。」
と
や
さ
し
い
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
中
学
生

の
と
き
に
作
っ
た
椅
子
の
作
品
は
、

先
生
の
目
に
留
ま
り
、
東
京
都
で
出

展
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

昨
年
は
製
図
の
大
会
に
も
出
場

し
、
今
年
9
月
に
も
先
生
の
推
薦
で

製
図
の
大
会
に
出
場
す
る
予
定
で
す

が
、
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、「
進

学
し
専

門
的
な
知
識
を

身
に
つ
け
て
、

お
父
さ
ん
の
後

を
継
ぎ
た
い
で

す
。
」
と
力
強

く
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

この印刷物は古紙配合率100%の再生紙と
環境にやさしい大豆油インクを使用しています。

わ
が
町
の
農
産
物

今月の農産物はナスです。
ＪＡうつのみやナス専門部会の部会長で

あります青柳一巳さん（上郷2区）にお話
を伺いました。
ナス部会は、現在20人が専門部会に所属

しています。3月末から定植をし、手入れ次
第では霜にも強いため、11月中旬頃まで収
穫できるとのことです。現在収穫が最盛期
で、青柳さんのお宅ではコンテナの箱で1
日に10箱収穫をしています。今の時期はナ
スの成長が早いため、物によっては大根く
らいの太さになってしまう物もあるそうで
す。
青柳さんがナスを始めたのは7年位前

で、農協の勧めで始めました。先輩の指
導により作物ができるようになり、奥さん
と二人で生産を行っています。人手が足り
ないときは、
お孫さんにも
袋詰めや出荷
などを手伝っ
てもらってい
るとのことで
す。

現在75歳で、
前職はサラリー
マ ン で し た 。
「勤めていると
きは、時間との
戦いでしたが、
現在は自営業な
ので自分の体と相談しながらできる。また、
専門部会の会員さんたちも若い人が多いの
で、その考えに合わせていかなければなら
ない。」と若さの秘訣を教えてくれました。
ナスは非常にデリケートで、台風による
影響が大きく、また害虫や病気にも弱い
ため、圃場の管理や土にまでこだわりを
持っています。特に11月まで生産し、

「農業祭に無償配布をするのが楽しみです。」
と話しており、霜が降りる10月末から11
月にかけては、寒冷紗という霜よけを使い
ながらナスを管理しています。
青柳さんは「人間社会と違って野菜は裏

切らない。手を掛ければ掛けただけ楽しみ
がある。」また、「消費者に喜ばれるような
ナスを生産し出荷したい。」とナス生産に対
する情熱を語ってくれました。

ナ
ス

編

全国大会（左側）と
関東大会（右側）の作品


